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体操競技の「技幅」に関するモルフォロギー的考察

夫　橋 三十三

A　Phenomenological－Mo叩ho1ogica1Study　on

　　The　Contm1＿Ahi肚y　of　The　Gymmst

OHASHI　Satomi

　　The　purpose　of　this　study　is　to　c1arify　the　gymnast’s　contro1＿abi1ity　from　the　viewpoint　of　a

phenomeno1ogica1＿morpho1ogica1aspect．　The　gymnast　is　to　maintain，adjust　to　the　situation，comp1ete　con－

toro1over　his　body．　This　contro1－abi1ity　is　fundamenta1the　body　position　technique　and　the　ba1ance　con・

tro1mechanism．

　　On　the　basis　of　this　viewpoint，we　were　experimented　on　Hea1y　to　Support　on　the　Para11e1Bars　with

the　ski11ed　and　unski11ed　subjects．　Unski11ed　subject　was　not　ab1e　to　do　Hea1y　to　Support　without　indirect

He1ping　and　Spotting．　The　ski11ed　subject’s　executions　were　compared　with　the　unski11ed　subject’s　execu－

tions．　The　ski11ed　subject　was　ab1e　to　cope　with　a　fai1ure　ski11fu11y．The　methode　to　cope　with　a　fai1ure

can　be　summarized　as　fo11ows：

（1）　for　ba1ance　contro1

（2）　to　decrease　a　damage　of　the　execution

　　These　resu1ts　suggest　that　it　is　important　to　contro1execution　of　exercise　part　according　to　the　de－

mands　of　a　given　situation、
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I．間題意識

　体操競技における技のトレーニングでは，技を

習得する初期の練習段階から，すでに洗練された

運動経過の発生にもちこもうとして指導段階が組

まれることが多い。それは，体操競技では実施さ

れる運動経過の“質”そのものがトレーニングの

努力目標となっているからである5－19）。こうした

場合，技の成功時の運動経過だけから習熟レベル

を判断することは難しくなる。

　技の習熟レベルは，たとえば成功回数と失敗回

数といった量的な指標から知ることもできよう。

しかし，一回一回の運動経過を実際に目で見て判

断しようとするときにはどのような指標が挙げら

れるのであろうか。成功したときの運動経過の特

徴に大差がないとすれば，次に予想されるのは，失

敗時にその差が現れるであろうということである。

　以上のことから本研究では，披の失敗時における

対処法に焦点を絞って習熟者と未習熟者の違いにつ

いて実験を通してスポーツ運動学（Bewegmgslehre

des　Sports）の観点から316・9叩PIユ08）明←かにした

い。そのために，実験課題として平行棒における
「ヒーリー支持（Hea1y　in　den　Stutz）」4■ユ4ユ）と

いう技が取りあげられた。それは，この技の場合

には，何回も試合で成功したほどの習熟者でも脚

が器械に接触するといった失敗を生じさせやす

く，乱れを起こしやすい技として知られているか

らである。

n．「ヒーリー支持」の理解

　「ヒーリー支持」は，支持後ろ振りから倒立位
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を経過して片腕支持の1回ひねりを行って背面支

持になる技である。この技が成立するための最低

限の運動課題は，後ろ振りから背面支持になるま

での経過で身体長軸周に1回ひねることと，その

後に背面支持振動につなげることである。した

がって，実施において足先がバーに対して平行な

鉛直運動面から外れることや，腰を屈げることは，

1回ひねるという課題の解決を暖味にするため，

細かな姿勢欠点が生じなくとも披術的な欠点とさ
れている7－PP’38）。

　　「ヒーリー支持」の実施における代表的な欠点

には，ひねり操作に伴って鉛直運動面から足先が

外れ易いことが挙げられる。このような場合，背

面支持になるとき，脚あるいは体の背面が棒と接

触しやすい。

　ひねり後の背面支持になる局面では，再び棒を

握る位置は視覚によって直接確認できないため，

身体の正面側で支持になる技に比べ安定して支持

ユにもち込むことが難しい。そのため，背面支持か

らの支持後ろ振りにおいて，支持振動のコント

ロールできる範囲を越えてしまい肩が前に倒され

屈腕してしまったり，反対に，振動の勢いがなく

て停滞してしまうといった失敗も多くみられる。

　また，視覚的に支持位置の確認がきないことも

関連して，背面支持になるときに棒を握り損なう

失敗が生じやすく，この場合に突き指など手先の

怪我の発生も少なくない。このような難しさから

採点規則において，「ヒーリー支持」から直接つ

なげられるC難度以上の技は，1ランク難度が格
上げされることになっている4－PP・132）。

　以上から分かるように，「ヒーリー支持」の場

合は，技の最低限の運動課題を達成すること以外

に，安定した支持振動を得られる背面支持体勢に

なることが実施のポイントとなっている。

　　「ヒーリー支持」には“後ろ振りの時点でひね

りを開始するタイプ”（図1参照）と“倒立で止

まってからひねりを開始するタイプ”（図2参照）

図1　後ろの振りの時点でひねりを開始するタイプ

　　　（7－39より転写）

図2　倒立で止まってからひねりを開始するタイプ

　　　（7－38より転写）

の2つが現在では区別されている。これらはひね

りを開始する時期の違いによって実施形態を分類

したものである。後者のタイプの「ヒーリー支持」

（図2参照）では，“倒立からひねりをはじめる

局面”は技の成功にとって大切な局面となる。こ

の局面で，意図した操作に失敗したときなど，先

に述べたような失敗が多くの場合に発生してしま

う。これらの失敗は，すでに述べたように場合に

よっては怪我に結びつくようなものである。

皿．実　験

1．被験者の選定

　筑波大学体操競技部員より「ヒーリー支持」の

習熟者を被験者A，未習熟者を被験者Bとして選

出した。また被験者はA，Bともに“倒立で止まっ

てからひねりを行うタイプ”の「ヒーリー支持」

を実施している者であった。以下に，被験者の特

徴を簡単に示そう。

　被験者A：2年前から「ヒーリー支持」の練習

をはじめ，試合においてすでに「ヒーリー支持」

を成功させている。現在では，より難易度の高い

「ヒーリー支持連続」を競技会で発表するに至っ

ている。練習場面よりも実施条件の厳しい試合で

何回も成功させていることから，この技の習熟者

として選定された。

　被験者B：半年前から「ヒーリー支持」の練習

をはじめ，ときどきは成功することがある。現在

は平行棒に弾性カバーを巻き付けて練習を行うて

いる。この弾性カバーは身体がバーに接触した際

の衝撃を緩衝するために用いているという。その

ため，この被験者は，弾性カバーなしでは恐怖感

をおぼえて実施することができないという。この

被験者は，成功試技においては技術的な欠点はほ

とんど見つけることができない程度で実施するこ

とができる。
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2．実験方法と資料の作成手順’

　被験者Aと被験者Bには，「自分で非常によいと

評価する試技ができるまで単独技としての『ヒー

リー支持』を行う」という課題が与えられた。試

技の回数は，はじめから決められていなかった。

それは，この課題を通して何回も試技を行うなか

で，失敗試技が現れることを期待したものであり，一

その失敗試技にみられる両者の対処法の違いを比

較する意図があったからである。被験者らには，

このような実験の意図は伝えられていなかった。

　実験では，被験者Aは10回，被験者Bは6回の

試技が行われた。これは，我々の意図した失敗が

それだけの回数の中で現れたことと，被験者Bに

ついては，これ以上試技を重ねることは危険だと

表1被験者Aの実施結果

判断したからである。

　さらに被験者には，試技の終了ごとに次の項目

に従って口頭で自已評価を行わせた。この内容は

筆者によって記録された。その結果は，表1と表

2の中に示した。表中には，被験者の評価とその

評価の順位，そして運動経過の特徴がま・どめられ

ている。質問内容は以下の通りである。

　　一質問内容一

①「よかった」か「悪かったか」

②その判断の理由と判断をした時期

③判断の後にどのような対応をしたのか

④しようとした対応はできたのか

⑤今までの試技と比較して順位をつける・・

表2　被験者Bの実施結果

試技 被験者 ①判断の理由 実施　の結果 試技 被験者 ①判断の理由 実施の結果の評価 ②対　　応 の評価 ②対　　応

①うまくいった 支持後の後ろ振りに勢いがな ①押し方を違えた

1 よかった かったが少し腰がまげられ倒 1 ダ　メ 両脚を開いてパーに乗った
②　　一 立まで至った ②脚をかける

①軸にのせすぎた ①ポイントを確認
2 ダ　メ

背面支持で腰の屈がりがやや
右脚を右のバーにかけた 2 よくはない できなかった

②脚をかける
犬きいが、支持後ろ振りの勢

②　　　一 いもあり、倒立位までいった

①押せなかった 感じとして
3 ダ　メ 腕支持になった

①軸腕にのせきれ

3
②腕支持になる

はよかった なかった 両脚を開いてパーに乗った

②　　　一

①うまくいった 少し腕を突っ張るような支持

4 よかった 体勢になったが後ろ振り倒立
①軸腕にのせすぎ

②　　　一 まで至った
4 ダ　メ た 両脚を開いてバーに乗った

②脚をひらく

①うまくいった 支持体勢でバーに触れたが後

5 よかった ろ振り倒立まで至った
①軸腕にうまくの 支持から倒立に移行する際に

②　　　一 5 よかった せられた 脚が屈げられたが、全体とし

②　　　一 てはスムーズな経過を示した

①軸にのせられな 支持体勢でパーに触れたが少

6 少し悪い かった L腰を曲げながら倒立に至っ
①軸腕にのせきれ

②　　　一 た 6 ダ　メ なかった 両脚を開いてパーに乗った

②　　　一

①全部うまくいっ 少しプレもあったが勢いよく

7 よかった た 後ろ振り倒立まで至った
②　　　一

さらに，運動経過の特徴を明らかにする目的で，

①体が伸ぴきった 大きく腰を曲げながら倒立に 実験で行われた全ての試技は，運動方向に対して
8 ダ　メ 至った

②肩を後ろに引く 横方向と後方の2方向からVTR撮影された。こ

①支持する際に背
の撮影された映像をもとにして，図3，図4，図

支持の体勢になった後、足が

9 ダ　メ 中が引けた 平行棒の真下を通過するあた 5，図6，図7，図8の全体経過図が作成され，
②脇をしめる りで振動は止められ、下りた 考察の説明資料とした。

①ポイントを押さ 図3と図4は，被験者Aおよび被験者Bの成功
10 ダ　メ えられなかった 右脚を右のバーにかけた 試技のうち，両者の被験者がそれぞれ“最もよい”

②脚をかける
と自己評価した試技の全体経過図である。図3は

　さらに，運動経過の特徴を明らかにする目的で，

実験で行われた全ての試技は，運動方向に対して

横方向と後方の2方向からVTR撮影された。こ

の撮影された映像をもとにして，図3，図4，図

5，図6，図7，図8の全体経過図が作成され，

考察の説明資料とした。

　図3と図4は，被験者Aおよび被験者Bの成功

試技のうち，両者の被験者がそれぞれ“最もよい”

と自己評価した試技の全体経過図である。図3は
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両者の試技を横方向からみたものである。図4は，

図3と同じ試技を後方からみたものである。

　図5と図6は，被験者Aと被験者Bの失敗試技
のうち，両者の被験者がそれぞれ“最もよくない”

と自已評価した試技の全体経過図である。図5は

両者の試技を横方向からみたものである。図6は，

図5と同じ試技を後方からみたものである。

　なお図3と図5は，運動方向に対し横からVTR

撮影されたものから，10コマ／秒の連続図を作成

してそれを基礎資料とし，コマが重ならないよう

に並べたものである。図4と図6は，後方から撮

影されたものから，図3と図5と同様の手順で作

成された。また，図に書き入れられたコマ数は，

背面支持になった瞬間を起点としている。

　図7は被験者Aの試技9（表1参照）について，

図8は同被験者の試技3（表1参照）について，

その基礎資料をもとに作成された。

w．実験結呆と考察

1．成功試技の比較

　ここでは，被験者Aと被験者Bがそれぞれ“最

もよかった”と評価した試技について考察しよう。
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成功試技の樟からみた全体経過図
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図4　成功試技の後ろからみた全体経過図
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図5　失敗試技の横からみた全体経過図
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　？
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図6　失敗試技の後ろからみた全体経過図

　「ヒーリー支持」の成功を決定づける局面はひ

ねりの度合いが1／4か・ら3／4に移行していく

局面であろう。この局面は，被験者Aの全体経過

図（図3と図4の上段）では一6コIマから一4コ

マにあたる。被験者Bの全体経過図（図3と図4

の下段）では」r8コマから一6コマにあたる。こ

の局面では，被験者A，■被験者Bとも足は・まだ下

降せず，また腰も伸ばされていることから，’ここ

では片腕での押しがよく効いた状態でひねりが開

始されている。

　この局面の実施の仕方について，両被験者とも

に「軸腕にのって上に押しこむようにひねる」と

報告している。また，’連続図に示された経過から

も，この局面では2人の被験者に大きな違いは認

められない。

　次に，背面支持になる局面をみてみよう。図3

上段の0コマが背面支持になった瞬問である。こ

の局面において被験者A（図3上段）は，被験者

B（図3下段）と比べて腰はよく伸ばされている。

そして続く図3上段の3コマにかけて，被験者A

の肩は十分に前にのり出され，さらに同図7コマ

にかけてスムーズに支持後ろ振りあげへと経過し

ていることが分かる。一方，被験者B’（図3下段）

のOコマでは，被験者A（図3上段）’と比べると

やや腰の屈がりが大きいことが示されている。

　こうしたわずかな違いはみられるが，；被験者A
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Iv．結論および展望

　体操競技の場合には，習得された技は競技会に

おいてその質の高い捌きを完全に示すことが目指

される。そのため，様々な障碍の現れる競技会で

も対応できるように技の習熟が図られる。しかし，

それでも演技中には不測の失敗が生じることもあ

る。そうした失敗に対し，瞬時のうちに減点を最

小限にくい止めるような対処をする能力は，“技
幅”5－274）と呼ばれている。

　本実験において，被験者Aの行なった「技の成

立条件を満たした上で運動経過の乱れを最小限に

とどめる対処」は，つまり，上に述べた「技幅」

を意味しているといえる。

　この「技幅」という能力は，体操競技のトレー

ニングにおいて意図的に訓練される必要がある。

しかしその過程では，怪我の恐れのある失敗が生

じることもある。こうした場合，本実験のなかで

被験者Aの行なった身体的痛みを減少させるよう

な対処法は，技のトレーニングにおいて，また競

技会において，怪我や障害の発生を予防する意味

でも重要な役割をするといえよう。

　本論の冒頭で述べられたように，体操競技では

運動経過の“質”そのものがトレーニングの努力

目標となっている。そのため，正しい技術を身に

つけることに関心が寄せられるあまり，技の失敗

時の対処法については見過ごされてしまうことも

少なくない。しかしながら技のトレーニン．グにお

いては，失敗に伴って生じる危険を回避するため

の対処法も考慮されなければならない。技の習熟

を高める過程で，こうした対処法も身につけてい

くことによって，「技幅」を高めることもより一円

滑に進められるものと思われる。
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